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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・磯島貴広様ケア会議について
日時：1/26（金）14：00～　　場所：病院旧デイケア室　　出席者：慶長JGM
・教育委員会より
　2/6（火）の法人研修は外部講師のため、出席者は時間厳守し、開始時間前には着席して
いること。
・加湿空気清浄器を4台青陽館に設置することになったため、庶務が後日設置予定。
・陶芸プログラムの希望者（デイナイトケア利用者）
　板橋様、奥山様、津嶋様、馬渡様、鈴木様　　　※実施は火・木曜日の15時～

[提出物]

・1月月報⇒2/5（月）8：00まで分

・1月経過録⇒2/7（水）までにアップロード

・評価：転倒・転落アセスメント、LASMI⇒2月中に実施

［研修］
・2/6・9　第6回法人研修「成年後見と人権擁護」

・2/11　発達障害に関する研修：申し込みは各自で行うこと
・2/20・21　第9回院内研修「処遇制限」

・2/14　依存症への理解を深める県民フォーラム：申し込みは各自で行うこと
＜利用者様情報＞
デイケア

・松倉　健一　様～1/23（水）より八戸赤十字病院に入院した件について、1/24（水）に姉様より架電があり、八戸赤十字病院へ入院となった経緯について情報提供がある。昨年11月頃より服薬をしていないこととデイケアの欠席が続いていることで入院となったとのこと。服薬に関しては、昨年11月頃より服薬していないとのことで、飲まなかった薬は全部捨てたと本人が話しているとの情報がある。主治医より時間が遅れてもいいから飲むように言われていたが全く飲んでいなかったとのことで、11月から昨日までの間で1、2回母様が飲ませたが、その他は全く飲んでいないとのこと。昨年末に八戸赤十字病院受診した際に、薬を全く飲んでいない状況は異常であるためすぐに入院するように言われたが、23日の受診まで待ってもらい昨日入院となったとのこと。入院は1ヶ月寝坊したと寝半から2ヶ月くらいの予定と言われたとのことで、退院し、デイケアを再開する際には連絡が欲しいことを伝え電話を終了している。本日主治医より退所の許可が下りた為、デイケアを中止となる。
・鈴木　知子　様～送迎を利用し来所している。膝の痛みがあるとのことで運動療法には参加せず、1/29（月）に整形外科受診する予定と話している。
・根地戸　恵　様～風邪をひいたと話しマスクをしているが、顎まで下げているため、感染予防のためマスクをするようにと伝えている。
・曽我　泰庸　様～定時に来所せず、本人へ連絡すると、具合が悪いと話しているが、兄様へ連絡すると伝えると、寝過ごしただけだから兄様には連絡しないで欲しいと話している。明日は行くからと話し、電話を終了している。
デイナイトケア
・古川　富蔵　様～青風荘より情報提供があり、昨日就床前薬を服用後、4日間排便ないため、シンラックを15滴滴下したとのことで排便状況を確認してほしいと申し送りがある。本日は、便意は感じるが出ないとのことで、「変わりなし」と話している。排便はないと話しているが、トイレットペーパーの使用量が多い為声掛け要している。今後も、排便の有無を確認していく。

・板橋　利美　様～青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、特定利用者（鈴木真知子様）より、夕食後の件に関して謝罪されると、「気にしないで」と返答していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、来所すると、担当スタッフへ昨日の件を話しているが、自分の思っていることを話すことはない。気にしている様子が窺えるため、スタッフの方でも見守りしていくことを伝えると、「お願いします」と返答している。今後もトラブルに注意し、話を傾聴していく。
・鈴木　真知子様～昨日は、3回階段に通じる扉に行くことや、特定利用者(板橋利美様）に対して、強い口調で話す様子が見られており、帰荘後に青風荘スタッフと共に謝罪していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、板橋様とは距離をとっており、通常通りプログラムへ参加している。来所時より、コップを持ち歩いていることが多く、水分摂取量が多くなっている。また、上着を着用していること多く、スタッフよりロッカーに入れる様に声掛けすると、返答はするが行動することはない。上記内容を青風荘に情報提供し、今後も所在確認を徹底し様子を観察していく。
ナイトケア
・八木橋　牧雄様～1/24（水）、普段通り来所しており、バイタルサインの異常や不調を訴えることはない。明日八戸赤十字病院で大腸の検査を行うため、指定された内容の食事を摂っている。検査の結果がわかるのは2/1（木）だと話している。何か不調や問題が生じた際には無理せず相談するよう促すと「わかった」と返答している。
・櫻川　貞二　様～1/24（水）、今後のデイケアへの送迎について本人へ電話連絡をするが本人へ通じず、16：30本人より折り返しの連絡があり送迎について本人と検討している。来所時は病院玄関で待ち合わせをし、帰宅時は松園町バス停前までの送迎を行うこととしている。また、以前主治医へ相談するように伝えていた金曜日のデイケア利用を中止する件については、主治医より許可を貰ったと話している。今後は上記内容にて送迎することとし、電話を終了している。

＜事例検討会＞
カンファレンスシート（上川原　豊　様）
実施日：H30年1月25日（木）13：30～14：00

担当：佐々木

検討内容　目標・計画の見直し
	氏名
	上川原　豊　様
	性別
	男
	年齢
	57
	生年月日
	S35年11月8日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	高血圧、腎機能障害

	治療方針（医師の指示）
	・対人関係の改善　　　　

・作業能力・持続性の向上

・病識を見に付ける

	本人希望
	現在の生活を継続。高齢の母が体調を崩した場合は、実家に戻りたい。

	家族希望
	現在の生活を継続

	入院歴
	計4回（最終：　H29年7月28日～　H29年10月25日）青南病院

	通所歴
	　　4回目

· 　　　：H14年8月9日～H20年2月18日　ナイトケア

· 前回　：H29年3月22日～H29年7月28日　デイケア

· 今回　：H29年10月26日～デイケア　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護五福(週1回:土)

	住居：単身アパート生活
	家族構成　




	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳

2級
	・障害基礎年金2級

・生活保護受給
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）



	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに、安定した生活を続ける。
	➀病気を理解する。健康管理をする。
	➀病状変化に気付けるようになる。

ストレスを溜め込まない。
	➀病状変化や不調を感じたら、スタッフへ相談する。再入院しないことを意識し、健康にも気を配る生活を送る。病状悪化に自覚がない為、些細な状態変化を見逃さないよう生活状況の確認をする等し、病状の観察を行う。嫌なことがあれば飲酒に気持ちが向かうことがある為、ストレスの軽減を図れるよう関わる。

	
	②確実な服薬と生活リズムを整える。
	②治験中であり、利用日にはきちんと通所する。生活にメリハリをつける。
	②継続した通所利用と再発予防に努める。治験中であるため、治験薬の忘薬のないよう服薬管理をしっかりと行い、毎回スタッフに空包の確認を受ける。欠席の連絡があった際には、話している内容や本人の状態変化はないか観察しながら関わる。治験中であることで、欠席した際や服薬ミス等があった際には関係機関へ連絡し、対応する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	➀病状変化に気付けるようになる。

ストレスを溜め込まない。
	・以前は週3日の利用であったが、週5日の利用となることの拒否は感じられない。また、利用当初、治験薬（朝・夕食後薬）の空包をスタッフが確認することになっていることを「（その話は）聞いていない」と理解していなかったことがあり説明を要していたが、翌日から服薬確認用のノートも準備し、毎回自分から確認を受けている。

・デイケアの目的については「よくわからないなあ。漠然としてるよ。でも、先生に薬切れるまでは週に5日行くように言われたから（デイケアに）行くよ。デイケアに来て何か楽しいことが出来ればいいなとは思ってる」と話している。
	前回、服薬管理が出来なくなるという経緯や今回治験薬を服用しているため、関係機関との情報共有をしっかりと行う必要がある。私用を理由にデイケアの欠席がでてきているため、欠席時の服薬確認の対応を検討したり、病状の安定を図るためにデイケアを継続して通所できるよう声掛けが必要である。

病状悪化した際の自覚がない為、些細な状態変化を見逃さないようにしていく。⇒計画継続



	
	・退院後、飲酒はしていないと話している。嫌なことがあれば飲酒に気持ちが向かうことがあると話している。ストレスを溜め込まないよう、定期的な通所利用をし、相談するよう伝えている。

・自身の病名は理解しているが、どのような病気か自身の病状について「だいたい分かるよ」等と、言葉で表現出来ない様子が窺える。

・服薬は特に問題ない。

・毎月、欠席は数回あるが、継続した通所利用はできている。

・定期採血検査で中性脂肪値が異常値であり、個別に栄養指導を行っている。以降、食事内容に変化が見られ改善している様子が窺える。
	

	②治験中であり、利用日にはきちんと通所する。生活にメリハリをつける。
	・利用当初、治験薬（朝・夕食後薬）の空包をスタッフが確認することになっていたが、「（その話は）聞いていない」と話すため、再度説明をする。翌日からは、服薬確認用のノートも準備してくれている。月曜から金曜のデイケア来所時に治験薬を含めたすべての薬の空包を確認し、土曜日は訪問看護にて確認していくこととしている。

・治験薬がシートになっている為、ケースを購入し保管している。

・日中の居眠りがあり、眠気があるのは薬が変わってからだと話している。睡眠は「11時頃に眠って朝の6時半くらいに起きている」と話している。
	治験薬の確認がある為、欠席した際にはどのように確認してもらうかを都度話し合う必要がある。服薬を確実に行い、病状の管理ができるように支援し、体調不良時に、症状をきちんと伝え、対処できるよう、スタッフは声を掛けていき、体調不良時の対処法を一緒に考えていく。⇒計画継続



	その他
	・以前は、体臭と無精ひげが目立っていたり、着用しているジャケットが汚れていたりしたが、現在は保清面では身だしなみに気を使っている様子がある。

・嫌なことがあれば飲酒に気持ちが向かうことがあると話している為、ストレスを溜め込まないよう、定期的な通所利用をし、相談するよう伝えている。

・以前は、スタッフ側からのアドバイスを受け入れようとせず拒む傾向があったが、現在は話を聞き入れる姿勢が見られている。

・再利用前はミーティングやSSTには参加していなかったが、利用開始日から積極的に参加し、発言やロールプレイを行っている。

・入院のエピソードを振り返ると「甘酒を飲んだ」「転んで頭を打った」と話しており、病状の悪化はあまり自覚がない様子が窺える。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再発せずに、安定した生活を続ける。
	➀病気を理解する。健康管理をする。
	➀病状変化に気付けるようになる。

ストレスを溜め込まない。
	➀病状変化や不調を感じたら、スタッフへ相談する。再入院しないことを意識し、健康にも気を配る生活を送る。病状悪化に自覚がない為、些細な状態変化を見逃さないよう生活状況の確認をする等し、病状の観察を行う。嫌なことがあれば飲酒に気持ちが向かうことがある為、ストレスの軽減を図れるよう関わる。

	
	②確実な服薬と生活リズムを整える。
	②治験中であり、利用日にはきちんと通所する。生活にメリハリをつける。
	②継続した通所利用と再発予防に努める。治験中であるため、治験薬の忘薬のないよう服薬管理をしっかりと行い、毎回スタッフに空包の確認を受ける。欠席の連絡があった際には、話している内容や本人の状態変化はないか観察しながら関わる。治験中であることで、欠席した際や服薬ミス等があった際には関係機関へ連絡し、対応する。


※治療計画：短期目標を達成するために、具体的に本人・スタッフが行うこと。

※作成後は、患者情報一覧フォルダに保存して下さい。

青南病院⇒看護共有⇒患者情報一覧⇒外来患者⇒利用者個人フォルダ

